
目標

対象

日数 1日

時間 6:30

科　目　名 時間数

データ利活用とＥＢＰＭ 6:30

講師

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・データ利活用とEBPMの基礎
・実務で役立つツール紹介
・自治体で扱うデータの実践的活用
・課題・施策検討ワーク

講　　義
演　　習

外部有識者または民間会社講師

参加した研修生の声

・エビデンスに基づいた説明が説得力ある企画、立案に必要だということが参考になった。自身の業務に生かせ
ると思う。
・インプット、アウトプット、アウトカムの目標設定と効果測定をそれぞれの過程で行うことが業務改善や評価の
上でいかに大切かを改めて実感できた。
・条例等の例規審査の際における立法事実の確認において、EBPMの観点を取り入れていきたい。また、法務相
談対応の際、建設的な代案の提案を検討する際にも、データの活用という観点を活用していきたい。
・今回の内容は、EBPMの概要についてだったので半日もあれば十分だったが、より具体的に業務に反映させ
ようとすると、ある程度時間をかけて学習する必要があると感じた。

研修所メッセージ

・ＥＢＰＭ（Evidence-based Policy Making）とは、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）
に基づき政策の立案をすることです。
・これまでは、他自治体の例や自身の経験など、エピソードをベースとした政策立案になっていたことが多いの
ではないでしょうか。本研修では、ＥＢＰＭ推進におけるポイントや課題、自治体での実践事例を取り上げ、データ
という客観的な根拠を用いた政策検討のきっかけとしていただきます。
・なお、"統計学"を学ぶことが目的ではなく、統計データの読み方や活かし方に重点を置いた研修となっていま
す。

デジタル人材育成研修

データ利活用とＥＢＰＭ

・EBPMの概念や手法を理解し、政策立案にデータを活用する基礎力を身につける。
・統計データの読み方や活かし方を学び、政策課題の分析や施策検討に繋げる。

全職員

研修日程 【第２回】 １/26（火）【第１回】 ８/６（木）


